
左面 送信
時間 いせはら市社協105号2面／中村 稔宏／4校

緑友会

社会福祉法人  緑 友 会
広告

障害者支援施設  みどり園／清川ホーム
認可保育所  伊勢原ふたば保育園／本厚木ふたば保育園
就労継続支援Ｂ型事業所  つくし／アトリエ ヴェルデ
相談支援事業所  つくし相談室／グループホーム  げんき家          

地域への貢献地域への貢献能力発揮と安定能力発揮と安定お客様第一主義お客様第一主義

広告

　

広告

伊勢原市社会福祉協議会 令和２年度決算の概要伊勢原市社会福祉協議会 令和２年度決算の概要

この広報紙は共同募金の配分金を財源に発行しています。

　令和２年度は、年度当初から新型コロナウイルス感染症の影響により、人と人とが互いに距離を取り、接触する
機会を減らすことが求められるなど、制限が課せられる中で、事業の中止や延期等を余儀なくされる状況が続き

ました。実施しなければならない事業については、事業実施における感染予防対策を講じた中で、可能な限り、事業の継続実施
に努めました。
　特に、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、収入の減少や失業等により生活が困窮している世帯を対象とした生活福祉
資金の特例貸付においては、緊急小口資金及び総合支援資金の貸付相談・申請希望者が増大したことから、職員体制等を強化
し、併せて窓口での密を避けるため、予約制を導入した中で、円滑な事業運営に努めました。
　また、人材育成に関しては、介護職員初任者研修の開催や、第２期市民後見人養成研修においての実務研修の実施など、感染
予防対策を講じた中で、関係機関等の協力も得ながら、当初の予定どおり開催し、福祉人材の養成に努めました。
　法人運営面においては、自主財源の確保を目的に実施している会員募集運動や共同募金運動において、戸別訪問等が難しい
状況下ではありましたが、関係機関及び関係団体の協力の下、財源の確保に努めることができました。

　多様化する地域課題の解決のため、感染予防対策を講
じた中で可能な限り事業を継続実施し、コロナ禍におけ
る「支え合い」の地域づくりに努めました。
　また、緊急事態宣言により市内の公共施設の利用が制
限 さ れ る 中 で 、ボ ラ ン
ティア団体、当事者団体
等の活動を支援するため
に、感染予防対策を講じ
た中で、打合せや活動の
場として、会議室及びボ
ランティアセンターの貸
出しを継続しました。

　認知症高齢者や知的・精神障がい者などの権利擁護を推
進するため、成年後見制度等のワンストップセンターとし
て伊勢原市成年後見・権
利擁護推進センターの運
営を行いました。
　また、市民後見人の活
動支援や、新たな担い手
を育成するため、第２期
市民後見人養成講座（実
務研修）の開催など、共に
支える地域社会づくりの
構築に努めました。

「ふれあい」の場づくり

「支え合い」の地域づくり

福祉を支える「人づくり」

「安心して暮らせる」まちづくり

　深刻な介護人材の不足に対応するため、前年度に引き続
き介護職員初任者研修を継続開催し、福祉サービスを担う
人材の育成に努めました。

組織の基盤強化及び自主財源の確保
　事務局体制においては、新たな職員の採用等により事務
局の執行体制の強化に努め、円滑な事務事業の執行に努め
ました。
　また、自主財源の確保においては、活動が制限される中
ではありましたが、関係機関、関係団体、地域住民等の協力
の下、自主財源の確保に努めることができました。
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11月27日に開催した成年後見
制度市民向け普及啓発講演会

東成瀬子育てサロン

ふれあい交流事業（みかん狩り）ふれあい交流事業（みかん狩り）

　多様化する地域課題の解決のため、感染予防対策を講
じた中で可能な限り事業を継続実施し、コロナ禍におけ
る「支え合い」の地域づくりに努めました。
　また、緊急事態宣言により市内の公共施設の利用が制
限 さ れ る 中 で 、ボ ラ ン
ティア団体、当事者団体
等の活動を支援するため
に、感染予防対策を講じ
た中で、打合せや活動の
場として、会議室及びボ
ランティアセンターの貸
出しを継続しました。 東成瀬子育てサロン

　長期化している新型コロナウイルス感染症の感染予防
対策により、高齢者や障がい者、地域住民の交流の場であ
るサロン活動においては、従前どおりの対面での方法に
よる開催が難しい状況が続きました。
　そのような中で、つながりを絶やさないために「便り」
の配布による廃用症
候群に対する注意喚
起や、個別電話連絡に
よる安否確認等の新
たな取組を実施し、従
来の手法にとらわれ
ない、新たな関係づく
りを推進しました。

①ミニデイ（サロン）活動助成金交付実績：計36団体
②小地域活動推進事業助成金交付実績：計11団体
③小地域活動推進事業情報交換会：計４回・参加者：42人

第１回目「元気な今も、万が一のときも途切れのない安心を」の参加者：46人
第２回目「事例でわかる !? 成年後見制度の活用術」の参加者：42人
※第２回目は、緊急事態宣言の再延長のため急遽中止、参加者数は資料送付数

①養成講座：実務研修４人（市民後見人バンクに登録）
②相談対応実績：延927件
③講演会

①外国人向けサロン「そら Sky」：毎月第１火曜日（８月～３月の計８回開催）
②放課後児童見守り活動「なるっ子」：毎週金曜日（7月～11月の計21回開催）
③放課後児童見守り活動「みどりっ子」：立ち上げ支援

社会福祉法人 大原福祉会

検索

大原こども総合支援センター

〈法人本部〉　伊勢原市桜台 1-15-27 Mビル 5階
TEL:0463-95-0046　FAX:0463-93-0813

・保育所／大原保育園・大原第二保育園
・学童クラブ／大原学童クラブ・大原第二学童クラブ
・小規模保育所／ピュアキッズ大原
・一時預かり保育／ビッグハート

大原福祉会

生涯現役！会員募集中！

公益社団法人 伊勢原市シルバー人材センター
☎０４６３（９２）８８０１

【お問い合わせ】

あなたの知識と経験を
地域で活かしてみませんか？
60歳以上の元気で働く意欲のある方を
お待ちしています。
入会説明会へぜひお越しください。
（要予約）
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2

3

　事務局体制においては、新たな職員の採用等により事務
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